
 
 

１ 日 時  令和７年１０月１７日（金） １３：３０～１４：２０ 

 

２ 学 年  第１学年２組 合計３３名 

 

３ 場 所  新館３Ｆ １－２ 教室 

 

４ 単元について 

○ 単元観 

 本単元は、学習指導要領 A 数と式(３)一元一次方程式の内容に基づき、設定したものである。 

（３）一元一次方程式について、数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるように

指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

 （ア）方程式の必要性と意味及び方程式の中の文字や解の意味を理解すること。 

 （イ）簡単な一元一次方程式を解くこと。 

イ 次のような思考力、判断力、表現力を身に付けること。 

 （ア）等式の性質を基にして、一元一次方程式を解く方法を考察し表現すること。 

 （イ）一元一次方程式を具体的な場面で活用すること。 

 小学校５年生では、数量を□などを用いて表したり、それにあてはまる数を求めたりすること、６

年生では、□などの代わりに、ｘなどの文字を用いて数量の間の関係を表したり、ｘにあてはまる数

を逆算で求めたりすることを学習している。 

 本単元では、方程式を等式とみて、等式の性質を用いて解くことがねらいである。等式の性質をも

とに、方程式を一定の手順で形式的に解かせたり、未知の文字を用いて表し文章の中の数量関係を方

程式に置き換えて、解かせたりすることによって解決できることの良さを感じさせ、方程式を活用し

ていく態度を育てたい。 

 

○ 生徒観 

本学級では、比較的落ち着いた生徒が多く、授業も静かで集中しやすい環境で取り組むことができ

る。 

【生徒アンケート】 

内容 肯定的評価 

①数学の学習が好きだ 52.8％ 

②数学の授業では「やればできる」と考えて問題に取り組むことができている 80.7％ 

③数学の問題に粘り強く取り組んでいる 70.9％ 

④数学で学習した内容が生活の中に生かせるか考えている 64.5％ 

 ①より数学に対して苦手意識をもっている生徒が多い。一方で②・③から数学の問題に対して、前

向きに粘り強く取り組んでいる生徒の割合は高い。④より数学の学習を通して、既習内容が普段の生

活の中でどのように活用できるのか考えている生徒の割合は低くなっている。学習内容と普段の生活

とのつながりをあまり持てていないということが分かった。 

 

 

 

 

 

   

                                  指導者 岡﨑 恵介 

 

 

 

方程式 

本校で育成する資質・能力 

 
（学校）主体性，コミュニケーション能力  

 

学習課題 

サバプロ会場をつくろう  ～イスの最適な並べ方を考えろ！～ 



 

 【標準学力調査】 

出題内容 クラス正答率 全国正答率 

①分数÷分数（約分あり）の計算ができる 72.7 80.4 

②比例の関係にある２つの数量関係の式を求めることができる 81.8 82.7 

③目的に沿った適切なグラフを選ぶことができる 51.5 53.9 

 ①について、「分数÷分数」の計算に関する数値が低く、分数や小数への計算に苦手意識を持って

いる。②について、等しい数量関係を読み取り、２つの数量関係を等式で表すことができていない。

③では、いくつかの与えられた情報をもとに、式との関係を考えたり、値をあてはめて考えたりする

ことなど様々な視点から問題解決することを苦手としていることが考えられる。 

 

○ 指導観 

 指導に当たっては、「等式の性質」をもとに方程式を解くことを通して、式を形式的に操作して解

を求めることができる良さを理解させる。学習を進める過程で、移項や分母を払うなど、より簡潔に

式変形をするための考え方を引き出し、式変形の根拠を説明させるなどして、分数や小数の計算に対

する理解を深めさせる。形式的に解けるようにパターンごとに方程式の解き方の手順をまとめ、計算

方法を明確にしていく。 

金額や個数を求めたり、速さ・時間・距離を求めたりするなど日常生活での場面をもとに考えさせ

ていく。文章問題などでは、活用の場面を通して、数量関係に着目させ立式をさせる。その際、表や

図を用いて問題場面の整理を行い、どの式が相当関係にあるのかをもとに方程式をつくるようにする。

また、解の吟味を行うことで、式の形式的な処理だけでなく、解が現実場面に適しているかを確認さ

せることを通して、解の意味を考えさせる。 

 

５ 学校が育成を目指す資質・能力 

本校が教育課程全体を通じて育成を目指す資質・能力は、「表現力、コミュニケーション能力、主

体性」である。この目指す資質・能力を育成するためには、各教科・領域等の授業における「展開場

面」において、生徒が主体的に活動している時間の質と量を高めることが重要である。更に、生徒が

主体的に活動するためには、「強い問題意識と達成欲求を抱かせる課題設定」が不可欠であると考え、

研究を重ねている。 

本単元においても、本校では「強い問題意識と達成欲求を抱かせる課題設定」を行い、少人数班

で考えを何度も練り直させ、思考したことをミニホワイトボードに表現した後全体へ発表させるスタ

イルをとっている。 
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意欲・態度 知識・スキル 

主体性 

（自己を認識する力、 

自分の人生を選択する力） 

コミュニケーション能力 

（表現する力） 

レ

ベ

ル

１ 

 

〇課題に対して、自分の考えを

持ち、取り組もうとしてい

る。 

（ 書 く ・ 話 す ・ 表 現

speak） 

〇自分の考えや意見を、

自分のことばで表現す

ることができる。 

（聞く） 

〇相づちを打ちながら、

途中で口をはさまず、

きくことができる。 

（やりとり） 

〇話を聞いて質問す

ることができる。 

レ

ベ

ル

２ 

 

〇課題に対して、自分の考えを

持ち、自ら進んで取り組もう

としている。 

（ 書 く ・ 話 す ・ 表 現

tell） 

〇自分の考えや意見を根

拠を挙げて、相手を意

識しながら、適切な方

法で表現することがで

きる。 

（聴く） 

〇相手の話の組み立てや

構造を考え、話の意図

や要点を整理しながら

きくことができる。 

（やりとり） 

〇話を聞いて、内容

を深めるために、

質問ができる。 



を

使

用

し

て

） 

レ

ベ

ル

３ 

 

〇自ら課題を見つけ、自分の考

えを持ち、よりよい方法を選

択し、自ら進んで取り組もう

としている。 

（ 書 く ・ 話 す ・ 表 現

talk） 

〇自分の考えや意見を、

根拠を挙げて分かりや

すくまとめ、目的や場

に応じて、適切な方法

で論理的に表現するこ

とができる。 

（訊く） 

〇相手の考えについて、

根拠の信頼性を判断し

ながらきき、話された

内容と自分の意見をふ

まえて共通点や疑問点

を明確にし、相手にた

ずねることができる。 

（やりとり） 

〇話を聞いて質問を

した後に、自分の

意見を述べ、内容

をさらに深めるこ

とができる。 

レ

ベ

ル

４ 

やりたいことを自ら見つけ、分

析し、（大人の力も借りなが

ら）自分たちで実行できる。 

少数意見を尊重しながら、臨機応変に対応し、話合い活動ができる。 

 

６ 単元目標 

(1) 一元一次方程式についての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに、事象を数理的に

捉えたり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付ける。【知識・技能】 

(2) 文字を用いて数量関係や法則などを考察することできる。【思考・判断・表現】 

(3) 一元一次方程式について、数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え、数学を生

活や学習に生かそうとする態度、問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度を身

に付ける。【主体的に学習に取り組む態度】 

 

７ 評価規準 

 

８ 指導計画（全１５時間） 

教科・領域の本質的な問い 

 方程式の良さは何だろう 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

○方程式の必要性と意味及び方

程式の中の文字や解の意味を

理解している。 

○簡単な一元一次方程式を解く

ことができる。 

○等式の性質と移項の意味を理

解している。 

〇事象の中の数量やその関係に

着目し、方程式をつくること

ができている。 

○簡単な比例式を解くことがで

きる。 

○等式の性質を基にして、一元

一次方程式を解く方法を考察

し表現することができてい

る。 

〇一元一次方程式を具体的な場

面で活用することができてい

る。 

○一元一次方程式の必要性と意

味及び方程式の中の文字や解

の意味を考えようとしてい

る。 

○一元一次方程式について学ん

だことを生活や学習に生かそ

うとしている。 

〇一元一次方程式を活用した問

題解決の方法の過程を振り返

って検討しようとしている。 

時
間 

 

学習課題 

ねらい 

 
指導内容 

 

重 
点 

記 
録 

生徒の行動・思考 

評価 

〔評価方

法〕 

方程式 



１ 

 

学習課題：りんごの個数を求めてみよ

う 

ねらい：数量関係をもとに一元一次方

程式で表すことができる  

・求めたい数量がある問題を、既習内容

を活用して解決させる。 

態 ◯ ・個人思考とグループワ

ークを通して様々な求め

方を考える。 

・等しい数量関係に着目

し、式に表す。 

・方程式の

必要性と意

味を考えよ

うとしてい

る。〔振り

返り〕 

単元を貫く問い 

日常の中にある未知の値を効率的に求めるにはどうしたらよいだろう。 

２ 

 

学習課題：方程式の解を求めよう  

ねらい：代入を行って方程式の解を求

めることができる 

・方程式とその解の意味を理解し、文字

に値を代入して方程式の解を求めさせ

る。 

 

知  ・ｘに値を代入し、等式

を成り立たせる解を求め

る。 

・文字に代

入し、等式

を成り立た

せる解を求

めることが

で き る 。

〔 振 り 返

り〕 

３ 

 

学習課題：等式の性質を使って方程式

の解を求めよう 

ねらい：等式の性質を理解し、等式の

性質を使って方程式を解くことができ

る 

・等式の性質を整理し、どのような場面

でどの性質を活用すればよいのか判断

し、活用させる。 

 

 

知  ・等式の性質をどのよう

に使えばよいのか考え

る。 

・グループでなぜその性

質を使って解いたのか共

有する。 

・等式の性質を使い方程

式を解く。 

・等式の性

質 を 理 解

し、等式の

性質を使っ

て方程式を

解くことが

できる。 

〔 振 り 返

り〕 

４ 

 

学習課題：移項を使って方程式を解こ

う  

ねらい：移項の意味を理解し、移項の

考えを使って方程式を解くことができ

る 

・等式の性質から移項の意味を考え、方

程式の解き方を考えさせる。 

 

 

知 ◯ ・等式の性質を使って解

いていく中で、効率よく

解く方法を考える。 

・移項の考え方を使い方

程式を解く。 

・移項の意

味 を 理 解

し、移項の

考えを使っ

て方程式を

解くことが

で き る 。
〔 振 り 返

り〕 



５ 

 

学習課題：計算手順を考えながら方程

式を解こう  

ねらい：かっこをふくむ方程式、係数

に小数をふくむ方程式の解き方を理解

し、その方程式を解くことができる 

・かっこをふくむ方程式や、係数に小数

を含む方程式を解く手順を考えさせる。 

 

 

知 ◯ ・どの手順で解けばよい

のかを考える。また、効

率の良い方法はないかグ

ループで解く手順を共有

する。 

・共有した手順をもとに

方程式を解く。 

・かっこを

ふくむ方程

式、係数に

小数をふく

む方程式を

解くことが

で き る 。

〔 振 り 返

り〕 

６ 

 

学習課題：係数が分数の方程式を解こ

う 

ねらい：等式の性質を使って方程式を

解く過程を振り返って、係数が分数の

方程式を解く手順を説明することがで

きる  

・係数が分数になっている方程式を効率

よく解く方法を考えさせる。 

 

 

思 ◯ ・等式の性質に着目さ

せ、効率よく解く方法を

考える。 

・解く手順をグループで

共有する。 

・効率よく

解く手順を

説明するこ

と が で き

る。〔振り

返り・ワー

クシート〕 

７ 

 

学習課題：いろいろな方程式を解こう 

ねらい：学習してきた内容を使って問

題を解くことができる  

・様々な種類の方程式について既習内容

を活用して解かせる。 

知  ・いろいろなパターンの

問題を解く。 

・様々なパ

ターンの方

程式の解き

方 を 理 解

し、その方

程式を解く

ことができ

る。〔振り

返り・ワー

クシート〕 

８ 

 

学習課題：プランターの間隔を何㎝に

すればよいか考えよう 

ねらい： 具体的な問題の中の数量や

その関係に着目し、1次方程式をつく

ることができる 

・具体的な問題を、方程式を利用して解

決するときの考え方や手順を理解させ

る。 

態  ・様々な考え方を比較

し、共通する部分を確認

する。 

・方程式を立式する。 

・方程式を

具体的な問

題の解決に

利用しよう

と し て い

る。〔振り

返り〕 

９ 

 

学習課題： オレンジとりんごの個数

を求めよう 

知  ・オレンジとりんごの数

量関係に着目し、方程式

を立式し解く。 

・文章問題を解く手順を

・方程式を

利用して問

題を解決す

るときの手



ねらい：方程式を利用して問題を解決

するときの手順を活用し、問題を解決

することができる 

・個数と代金に関する問題を、方程式を

利用して解く手順を確認させる。 

確認する。 順を理解し

ている。

〔振り返

り〕 

10 

 

学習課題：兄が家を出発して弟に追い

つく時間を求めよう 

ねらい：図や表を使って整理し、方程

式を立式し、解を求めることができる 

・数量関係を図や表を使って整理し、方

程式を立式させる。 

思 ◯ ・必要な情報を文章の中

から抜き出す。 

・図や表に整理して方程

式を立式する。 

・速さ・時

間・道のり

に関する問

題を、方程

式を利用し

て解決する

ことができ

る。〔振り

返り〕 

11 

 

学習課題： 折り紙の枚数を求めよう 

ねらい：過不足の条件から数量関係を

見出し、解を求めることができる 

・線分図などを用いて過不足の内容を整

理し、方程式を立式させる。 

 

思 ◯ ・線分図に必要な情報を

書き込み、整理する。 

・整理した情報から方程

式を立式する。 

・過不足に

関する問題

を、方程式

を利用して

解決するこ

とができ

る。〔振り

返り〕 

12 

 

学習課題：比例式からｘの値を求めよ

う 

ねらい：比の関係から比例式の計算を

することができる  

・比例式の計算方法を理解し、ｘの値を

求めさせる。 

知  ・（外項の積）＝（内項

の積）の性質を活用し計

算する。 

・比例式の

意味とその

性質を理解

し、比例式

の性質を利

用して文字

の値を求め

ることがで

きる。〔振

り返り〕 

13 

 

学習課題：橋本駅から品川駅までの距

離を求めよう 

ねらい： 比例式の性質を利用して、

具体的な問題を解決することができる 

・地図上の長さと縮尺の関係から比例式

を立式し、値を求めさせる。 

 

思 ◯ ・地図上での長さを測

り、それに対する縮尺か

ら比例式を立式する。 

 

・比例式の

性質を利用

して、具体

的な問題を

解決するこ

とができ

る。〔振り

返り〕 

14 

 

学習課題：いろいろな応用問題を解こ

う 

思 ◯ ・図や表、線分図など問

題に応じてどの方法が整

理しやすいのか考えて問

題を解いていく。 

・方程式を

活用した問

題解決の過

程を振り返

ってその手



 

 

 

 

 

 

９ 本時の展開 

（１）本時の目標 

  活動を通して、等式の性質を基にして、一元一次方程式を具体的な場面で活用することができる。

問題を解決する方法を考察し、説明することができる。 

 

（２）本時の評価規準と生徒記述の例 

方程式をつくり、解を求めて吟味し、最適な解を導くことができる。また、説明することができ

る。【思考力・判断力・表現力】 

生徒の記述例  
・条件を満たしていれば答えとして適しているので、解の吟味をしっかりと考えていきたい。 

・イスを３脚、４脚と並べたときのパターンを考えるときに、クラスごとのイスの間隔が変わっ

ていき、解として適さないときもあることがわかった。 

 

（３）準備物 

  ・クロムブック・ワークシート 

 

（４）本時の流れ（１５時間目／全１５時間） 

ねらい： 表や図を使って整理し、方

程式を立式し問題を解くことができる 

・いろいろなパターンの問題を、図や表

で整理し問題を解かせる。 

 

順を検討し

ようとして

いる。〔振

り返り・ワ

ークシー

ト〕 

15 

本時 

学習課題： サバプロ会場をつくろう  

～イスの最適な並べ方を考えろ！～ 

ねらい：数量関係をもとに立式し、求

めた解が問題に適しているかどうか

を、問題の場面に戻って考え、説明す

ることができる 

・条件をもとに何をｘと置いて方程式を

立式するのかを考えさせる。 

・出てきた解が問題に適しているか考え

させる。 

思 ◯ ・何を文字と置いて方程

式を作るのか考える。 

・わかっていることや等

しい関係にあるものを整

理する。 

・方程式を立式し、出し

た解が問題に適している

か吟味し、答えを導く。 

 

・方程式を

つくり、解

を求めて吟

味し、最適

な解を導く

ことができ

る。また、

説明するこ

と が で き

る。〔振り

返り・ワー

クシート〕 

過

程 □学習活動 

教師と生徒のやりとり 

指導上の留意事項（〇） 

・予想される生徒の反応（・） 

評価規準〔観

点〕 

★資質・能力

【評価方法】 

 １ 課題設定 ５分 



 

導

入 

□前回の学習の振り返りを行う 

教師 前回の授業の最後に解いた問題

を覚えてる？ 

生徒 イスを並べる問題です。 

教師 どんな問題だったか確認してみ

よう。 

【前時の学習内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

教師 前回各クラスの間隔を求めても

らいましたが、１０月もまだまだ暑さが

厳しいということで暑さ対策のために、

次のように追加・変更がありました。 

 

 

 

 

【前時の内容からの追加・変更を提示す

る】 

 

 

 

 

 

 

 

□本時の見通しを持つ 

教師 今日は、追加・変更をもとに各

クラスの間隔を何ｍにすればよいのかを

求めていきたいと思います。 

 

〇前時の確認をすることで、つ

ながりを持って学習に臨めるよ

うにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○電子黒板に図を提示する。 

○どのように方程式をつくった

のか確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２ 学習課題と問題の確認 １０分 

 

展 

開 

・ 

前 

半

ｈ 

 

 

 

 

 

 

□問題の確認をして、見通しを持つ。 

教師 問題の確認をしていきたいと思い

 

 

 

 

 

 

○電子黒板に図を提示し、どこ

が変更点か確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習課題 

 サバプロ会場をつくろう  ～イスの最適な並べ方を考えろ！～ 

ねらい 

 数量関係をもとに立式し、求めた解が問題に適しているかどうかを、問題の場面に戻って

考え、説明することができる 

【椅子の並べ方】 

・図１のようにステージの前に全部で７クラス分のイスを並べる。 

（男女で分けて考えない。クラスごとの列とする。） 

・クラスごとに、幅 0.5ｍのイスを、横に何脚かずつ並べる。 

（隣り合うイスの間隔はあけない。） 

・クラスごとの間隔は、すべて等しくなるようにする。 

・体育館の両サイドは２ｍあけるようにする。 

※各クラスの間隔は小数第２位を四捨五入して求めなさい。 

【追加・変更１】 

・図３のようにクラスごとに、幅 0.5ｍのイスを、横に何脚かずつ並べる際、隣り合う

イスの間隔は 0.5ｍあける。 

・クラスごとの間隔を、１ｍ以上２ｍ未満とするようにする。クラスごとの間隔は、で

きるだけ広くとれるようにする。 

※各クラスの間隔は小数第２位を四捨五入して求めなさい。 

図１ 

図３ 



ます。変更点や大事だと思うところに線

を引きながら確認していきましょう。 

  【問題を読む】 

教師 前回の問題のときと変わったとこ

ろはどこでしょう。 

生徒 イスの間を 0.5ｍあけるところ。 

生徒 クラスごとの間隔が１ｍ以上２ｍ

未満になっている。 

生徒 何列にするか書いていない。 

教師 そうですね。だから２列、３列と

いったようにいくつかの場合を考えてい

く必要がありそうですね。 

教師 では、この問題は何を求めるよう

に言われていますか。 

生徒 各クラスの間隔を何ｍにするかで

す。 

教師 これから方程式を立式していくの

に何をｘと置いたらいいだろう。 

生徒 各クラスの間隔をｘにすればいい

と思います。 

教師 方程式を作って答えを求めていき

ますが、答えに条件が追加されていまし

た。クラスの間隔は１ｍ以上２ｍ未満で

す。何に気を付けて答えを求めていく必

要があるだろう。 

 

生徒 解を求めたときに吟味する必要が

あります。 

教師 そうですね。しっかりと吟味して

答えを求めていきましょう。 

 

○掲示してある問題文に線を書

き込んだり、印をしたりして共

有する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○吟味に関する内容を押さえて

おき、解が問題に適するのか考

えさせる意識を持たせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３ 個人学習→グループ学習→全体発表  [２５分] 

展

開 

・

後

半 

□学習の流れを確認する 

教師 学習の流れを説明します。 

最初は個人で６分間考えてみましょ

う。 

次に学習班で求め方や答えについて共

有してください。１０分とります。図

や求め方、吟味についてまとめてくだ

さい。 

最後に、全体で共有していきたいと思

います。 

クラスルームにヒントカードを用意し

ているので式を作るのが難しいなと思

う生徒は活用してください。 

 

 

 

 

 

○数学クラスルームにヒントカー

ドを載せておき、考える手助けに

する。 

○ホワイトボードを活用し学習班

で共有する。 

 

 

○班でまとめた内容を全体で交流

する。（２グループ程度） 

 

 

 

 

 

 

 

・方程式をつく

り、解を求めて

吟味し、最適な

解を導くことが

できる。また、

説明することが

できる。〔振り

返り・ワークシ

ート〕 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□生徒の考え②～④の内容に近いもの

をグループ分けし、各グループ１班は

発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○それぞれの数値が何を示してい

るのかを明確にする。 

○なぜその式になったのか理由を

説明する。 

○出てきた解が問題に適している

か解の吟味をきちんとしているか

説明する。 

○生徒の考え②③の不十分な点に

ついて考える。 

・解の吟味をしていなかったので

答えとして適していないことに気

付かなかった。 

 ４ まとめと振り返り。［１０分］ 

ま

と

め 

・

終

末 

□本時のまとめを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

□次時の内容を確認する。 

 

 

□振り返りに、今日の授業で、大切だ

と思ったことを記入し、振り返りを行

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振り返り記述例 

・条件を満たしていれば答えとして適しているので、解の吟味をしっかりと考えていきたい。 

・イスを３脚、４脚と並べたときのパターンを考えるときに、クラスごとのイスの間隔が変わ

っていき、解として適さないときもあることがわかった。 

まとめ 

・何を文字と置いて考え、等しい関係を方程式にしていく必要がある。 

・１つの並べ方だけでは正しい答えを求めることができないことがある。

そのために解を吟味し、解が適切であるかを判断していく必要がある。 

生徒の考え① 

（両側２ｍ）と（クラスの列の長さ）×（クラス数）と（クラスごとの間隔）×（間隔の数） 

で求めることができる 

生徒の考え② 

前回の式をもとに２列で考える。  4 + 1.5 × 7 + 6𝑥 = 30     𝑥 = 2.6 

各クラスの間隔を 2.6ｍにすればよい 

生徒の考え③ 

２列で考えると 4 + 1.5 × 7 + 6𝑥 = 30   𝑥 = 2.6 

2.6ｍは条件に合わないので２列は問題に適さない。 

３列で考えると 4 + 2.5 × 7 + 6𝑥 = 30   𝑥 = 1.4 

1.4ｍは条件に合うので問題に適する。よって、各クラスの間隔を 1.4ｍにすればよい 

生徒の考え④ 

２列で考えると 2.6ｍ これは条件に合わないので２列は問題に適さない。 

３列で考えると 1.4ｍ これは条件に合うので問題に適する。 

４列で考えると 0.3ｍ これは条件に合わないので４列は問題に適さない。 

よって会場準備をする際には、条件を満たすのは３列 1.4ｍしかない。 



 

ねらいに対する評価規準を示すルーブリック（パフォーマンス評価） 

尺度（評点・レベル） 評価規準 

B（おおむね満足できる） ・方程式をつくり、解を求めて吟味し、最適な解を導くことができ

る。 

C（努力を要する） ・方程式をつくり、解を求めることができない。 

 

 

 

 

（５）板書計画  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□レポート課題について説明する。 

 

 

 

 

○問題の確認をする。 

単元 

課題 

ねらい 

 

WB 

WB WB 

まとめ 

WB 

WB WB 


